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珠洲
能登警察署統合

4 月 1 日から能登警察署は珠洲警察署能登庁舎に

　平成 21 年 6 月、石川県警察本部は厳しさを増す治安情勢
に的確に対応するため「警察署機能強化計画」を策定した。
計画で示された「小規模警察署の統合」により、能登町を管
轄する能登警察署は、平成 24 年 4 月 1 日から珠洲警察署と
統合することが決まった。
　統合によって警察体制がどう変わり、町の治安はどうなる
のか―。統合を控えた能登警察署を取材した。

警
察
署
統
合
。
そ
の
目
的
は

01

半
世
紀
ぶ
り
に
見
直
さ
れ
た

警
察
体
制

　

市
町
村
合
併
や
道
路
交
通
網
の
発

達
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
と
そ

れ
に
伴
う
犯
罪
の
悪
質
・
巧
妙
化
、

広
域
・
ス
ピ
ー
ド
化
、
国
際
化
な
ど

が
進
み
、
治
安
情
勢
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
警
察
力
を
最
大
限
活
用

し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
治
安
情
勢
に

対
応
で
き
る
警
察
組
織
と
す
る
た

め
、
警
察
署
の
在
り
方
を
中
心
に
検

討
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

検
討
を
進
め
る
中
で
、
能
登
警
察

署
の
よ
う
な
規
模
の
小
さ
い
警
察
署

が
抱
え
る
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
体
制
が
小
さ
い

現
状
で
は
昨
今
の
複
雑
化
す
る
犯
罪

に
対
し
て
迅
速
・
的
確
に
対
応
す
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
、
警
察

署
の
規
模
を
大
き
く
す
る
こ
と
で
警

察
署
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

機
能
強
化
に
よ
っ
て

警
察
の
機
動
力
が
向
上

　

4
月
か
ら
能
登
警
察
署
は
珠
洲
警

察
署
と
統
合
し
ま
す
。
珠
洲
署
と
能

登
署
は
事
件
・
事
故
の
件
数
に
大
き

な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
件
の
捜

査
で
関
連
が
深
い
裁
判
所
や
検
察
庁

に
近
い
こ
と
な
ど
が
考
慮
さ
れ
本
署

は
珠
洲
警
察
署
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

統
合
の
目
的
は
合
理
化
で
は
な
く

「
機
能
強
化
」
で
す
。
規
模
が
大
き

く
な
る
こ
と
で
、
駐
在
所
員
の
不
在

解
消
や
夜
間
・
休
日
の
体
制
強
化
、

さ
ら
に
パ
ト
ロ
ー
ル
要
員
な
ど
も
増

強
さ
れ
る
た
め
、
事
件
事
故
に
対
す

る
警
察
の
機
動
力
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
向
上
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
能
登
警
察
署
」
と
い
う
名
前
は

な
く
な
り
ま
す
が
、
建
物
は
「
能
登

庁
舎
」
と
し
て
残
り
ま
す
。
今
後
も

地
域
の
治
安
を
守
る
拠
点
と
し
て
、

窓
口
業
務
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
含
め

て
住
民
の
皆
さ
ん
が
不
便
を
感
じ
な

い
よ
う
十
分
に
配
慮
し
ま
す
。

　

警
察
署
が
無
く
な
る
こ
と
で
、
不

安
や
さ
み
し
さ
を
感
じ
て
い
る
人
も

い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
不
便
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
警
察
機
能
の
強
化
で

治
安
は
維
持
さ
れ
ま
す
の
で
安
心
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
理
化
で
は
な
く「
機
能
強
化
」。

夜
間
・
休
日
の
対
応
や

パ
ト
ロ
ー
ル
が
強
化
さ
れ

警
察
の
機
動
力
は
向
上
す
る
。

昭
和
29
年
に
現
行
の
警
察
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
15
警
察
署
体
制
で
推
移
し
て
き

た
石
川
県
警
察
。
58
年
ぶ
り
の
警
察
署
再
編
の
目
的
を
新
澤
克
之
次
長
に
聞
い
た
。

新澤克之さん
Shinzawa  Katsuyuki

警部　能登警察署次長兼警務課長

①夜間、休日の当直体制が不十分
　→事件・事故などで待機署員を非常招集することとなり、迅速な対応ができない場合がある。

②大規模な事件・事故発生時の初動体制が不十分
　→現場対応、事件指揮、署員招集、警察本部との連絡調整、報道対応など、さまざまな業務に同時に対応できない
　　場合がある。

③本署の応援で交番・駐在所員が不在
　→本署要員が多数必要な業務や欠員となった場合に交番・駐在所員を転用。その間、駐在所員などが地域に不在となる。

小規模警察署の問題点

※石川県警察　警察署機能強化計画より抜粋
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能
登
警
察
署
の
歩
み

02

明
治
6
年
4
月
、
輪
島
警
察
署
宇
出
津
屯
所
の
設
置
に
さ
か
の
ぼ
る
能
登
警

察
署
。そ
の
変
遷
と
近
年
実
施
さ
れ
て
き
た
独
自
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る
。

不動寺駐在所☎ 72-0632
川端  充  巡査長

　何かあったら、いつで
　も連絡してください。

小木駐在所☎ 74-0019
又多  猛  巡査部長

　４月以降も駐在所は変
　わりません。安心して
　ください。

鵜川駐在所☎ 67-2200
佐藤淳一  巡査長

　気軽にいつでも駐在所
　に立ち寄ってください。

瑞穂駐在所☎ 67-2120
田中邦夫  巡査部長

　皆さんと笑顔の絶えな
　い元気な瑞穂地区をつ
　くっていきたいです。

鶴町駐在所☎ 62-0683
山下峰男  巡査部長

　交通事故防止のため反
　射タスキを忘れずにつ
　けましょう。

柳田駐在所☎ 76-0059
鷲竹文雄  警部補

　交通事故と振り込め詐
　欺に遭わないよう気を
　つけてください。

当目駐在所☎ 76-0630
桶田惇二  巡査長

　振り込め詐欺に遭わな
　いよう、気軽に相談に
　来てください。

縄文真脇駐在所☎ 62-0090
西岡靖幸  巡査長

　地域の皆さんと一緒に
　高倉地区の治安を守っ
　ていきたいです。

松波駐在所☎ 72-0014
谷口賢良  警部補

　これからも地域の皆さ
　んのために頑張ります。

変
遷
を
重
ね
た
能
登
警
察
署

　

明
治
6
年
に
設
置
さ
れ
た
宇
出
津

屯
所
は
、
現
在
の
能
都
地
区
、
柳
田

地
区
の
ほ
か
、
穴
水
町
の
一
部
と
輪

島
市
の
一
部
を
含
む
６
つ
の
駐
在
所

を
管
轄
し
て
い
た
。

　

以
後
、
町
村
合
併
や
警
察
機
構
の

改
正
な
ど
で
何
度
も
管
轄
を
変
更
し

な
が
ら
、
昭
和
30
年
以
降
は
旧
能
都

町
と
旧
柳
田
村
を
管
轄
す
る
「
能
都

警
察
署
」
と
し
て
約
50
年
間
、
地
域

の
治
安
を
守
っ
て
き
た
。

　

平
成
17
年
3
月
、
能
登
町
誕
生
に

伴
っ
て
旧
内
浦
町
を
管
轄
に
含
め
た

「
能
登
警
察
署
」
に
改
称
。『
和
同
団

結
、
相
互
援
助
、
積
極
創
造
』
を
署

訓
に
行
政
、
地
域
住
民
、
警
察
が
一

体
と
な
っ
て
治
安
維
持
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

　

近
年
は
小
規
模
警
察
署
の
機
動
力

を
生
か
し
、
地
域
に
密
着
し
た
能
登

警
察
署
独
自
の
取
り
組
み
に
も
力
を

入
れ
て
き
た
。

　

そ
の
代
表
例
が
「
反
射
材
着
用
」

と
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ほ

～
す
君
」
だ
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
独
自
活
動

　

平
成
20
年
4
月
か
ら
、
能
登
町
交

通
安
全
協
会
と
能
登
警
察
署
が
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
「
ピ
カ
ピ
カ
作
戦
」
を

展
開
。
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を

目
的
に
反
射
材
の
貼
り
付
け
や
反
射

タ
ス
キ
の
配
布
を
始
め
た
。

　

22
年
9
月
に
は
、
持
木
一
茂
町
長

が
「
反
射
材
着
用
の
町
」
を
議
会
で

宣
言
。
反
射
タ
ス
キ
着
用
者
へ
の
特

典
付
与
な
ど
商
店
連
盟
の
後
押
し
も

あ
り
、
町
内
歩
行
者
の
着
用
率
は
大

幅
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
石
川
県
内

で
は
断
ト
ツ
の
着
用
率
を
誇
り
、
昨

年
一
年
間
は
目
標
で
あ
っ
た
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
を
達
成
し
た
。

　

防
犯
で
は
「
ほ
～
す
君
」
が
大
活

躍
。
22
年
6
月
に
四
コ
マ
漫
画
か
ら

生
ま
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
現
在
、

金
融
機
関
窓
口
か
ら
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
防

犯
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

交
通
推
進
隊
や
沿
岸
警
備
協
力
会

な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
が

活
発
な
こ
と
も
能
登
警
察
署
の
特

徴
。
警
察
も
団
体
代
表
ら
も
「
統
合

で
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
無
く
な
っ
て

は
意
味
が
な
い
」と
口
を
そ
ろ
え
る
。

　

警
察
署
統
合
後
も
、
行
政
、
住
民
、

警
察
が
協
力
し
て
能
登
町
の
治
安
維

持
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
変
わ

ら
な
い
。

【写真上】昨年 5 月、能登警察署と能
登町交通安全協会がクラブ活動で帰
りが遅くなる能登高校ソフトテニス
部に反射タスキを寄贈。

【写真下】反射タスキ着用モデル犬ウ
エンディと飼い主の大柳公男さん。
毎日の散歩で反射タスキ着用を呼び
かけている。

【写真左】平成 10 年、柳田地区の防
犯委員らによって結成された「や防
一座（やぼういちざ）」。振り込め詐
欺の手口などを分かりやすく披露す
る。駐在所員やほ～す君も出演。

町
内
９
つ
の
駐
在
所
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
住
民
に
最
も
近
い
場
所
で

安
全
安
心
を
守
る
駐
在
所
員
を

紹
介
し
ま
す
。

昭和 30 年ごろの能都警察署庁舎

　「取り締まる」ので
はなく、「ふれあい活
動」など子どもたちと
同じ目線で付き合うこ
とで犯罪や被害を未然
に防ごうと活動してい
ます。警察署へ気軽に
相談できるような、地
域と警察の距離を縮め
る役割も、これまで以
上に重要になると考え
ています。

　主な活動は毎月 1 日
と 15 日の交通監視や
交通安全週間の赤ラン
プ作戦、イベントの交
通整理など。警察も交
通推進隊も「死亡事故
ゼロ」という同じ目標
を持って常に協力しな
がら活動しています。
　統合後も警察との合
同訓練などを続けてほ
しいと思います。

　「二度とこの町から
拉致事件を起こしたく
ない」という思いで、
会員 50 人が月に 1 回、
沿岸パトロールをして
います。統合について
はさみしい思いもあり
ますが、今後も警察と
連携・協力して活動を
続けていくので、地域
の皆さんのご理解とご
協力をお願いしたい。

能登町交通推進隊  隊長

石田正栄さん
（鵜川）

能登町沿岸警備協力会
会長

櫻井隆志さん
（宇出津）

能登町少年補導員
連絡会  会長

池岸雅弘さん
（宇出津）
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さらなる安心安全への決意
03 能登警察署最後の署長となる寺西清志署長に、能登警察署管内の

特徴や今後の治安維持への決意を聞いた。

統
合
の
メ
リ
ッ
ト

　

4
月
1
日
か
ら
能
登
警
察
署
は
珠

洲
警
察
署
能
登
庁
舎
と
な
り
ま
す
。

こ
の
統
合
は
警
察
に
と
っ
て
も
住
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が

多
い
と
言
え
ま
す
。

　

治
安
に
関
し
て
は
、
ま
ず
９
つ
の

駐
在
所
が
そ
の
ま
ま
残
り
ま
す
。
パ

ト
ロ
ー
ル
要
員
も
増
強
さ
れ
る
た

め
、
事
件
が
発
生
し
た
場
合
の
初
動

態
勢
は
今
ま
で
以
上
に
迅
速
・
的
確

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

町
内
に
あ
る
警
察
官
舎
も
そ
の
ま

ま
残
り
ま
す
。
夜
間
に
事
件
が
発
生

し
て
も
官
舎
か
ら
警
察
官
が
直
行
し

ま
す
の
で
、
警
察
機
動
力
は
よ
り
強

化
さ
れ
る
と
言
え
ま
す
。

　

運
転
免
許
証
の
更
新
な
ど
警
察
窓

口
業
務
は
、
一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん

ど
が
残
り
ま
す
（
左
㌻
参
照
）。
さ

ら
に
、
現
在
庁
舎
2
階
に
あ
る
受
付

窓
口
を
1
階
に
降
ろ
す
予
定
に
し
て

お
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
面
か
ら
も
不
便

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

祭
り
の
警
護
も
万
全
に

　

能
登
警
察
署
の
業
務
は
「
祭
り
に

始
ま
っ
て
祭
り
で
終
わ
る
」
と
言
え

る
ほ
ど
、
祭
り
の
比
重
が
大
き
い
も

も
活
発
に
活
動
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
警
察
と
し
て
は
非
常
に
あ
り
が

た
く
、
統
合
後
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り

の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

　

私
は
赴
任
以
来
、「
小
さ
く
て
も

キ
ラ
リ
と
光
る
能
登
警
察
署
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
署
員
に
「
町
民

目
線
で
仕
事
を
し
ろ
」
と
言
い
続
け

て
き
ま
し
た
。
自
分
が
良
い
と
思
っ

た
こ
と
、
住
民
の
た
め
に
な
る
と

思
っ
た
こ
と
を
積
極
的
に
や
る
と
い

う
思
い
が
、「
反
射
材
着
用
」
や
「
ほ

～
す
君
」
な
ど
独
自
の
活
動
に
つ
な

の
で
し
た
。
特
に
あ
ば
れ
祭
は
、
非

常
に
多
く
の
人
が
宇
出
津
を
訪
れ
ま

す
。
能
登
警
察
署
だ
け
で
は
警
備
が

間
に
合
わ
な
い
た
め
、
県
警
機
動
隊

な
ど
か
ら
応
援
を
頼
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
で
す
。
ほ
か
に
も
大
き

な
祭
り
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の

で
、
祭
り
シ
ー
ズ
ン
は
気
が
許
せ
な

い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　

統
合
さ
れ
る
こ
と
で
珠
洲
警
察
署

の
体
制
が
強
化
さ
れ
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
よ
り
安
心

安
全
な
あ
ば
れ
祭
の
警
備
が
で
き
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

警
察
と
住
民
の
距
離

　

現
行
警
察
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら

58
年
、
能
登
警
察
署
の
署
長
は
私
で

41
代
目
に
な
り
ま
す
。
2
年
前
に
赴

任
し
て
以
来
、
私
が
能
登
警
察
署
で

感
じ
た
こ
と
は
、
住
民
と
警
察
の
関

係
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
で
す
。
県
内

の
ど
の
地
域
よ
り
も
、
能
登
町
の
皆

さ
ん
は
警
察
を
大
事
に
し
て
く
れ
、

積
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
警
察

が
守
っ
て
く
れ
る
と
頼
り
に
し
て
く

れ
て
い
る
証
し
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

特
に
警
察
に
関
連
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん
は
県
内
で
最

が
り
ま
し
た
。

　

4
月
以
降
も
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ

て
き
た
警
察
と
住
民
の
深
い
関
係
を

維
持
し
な
が
ら
、
能
登
警
察
署
の
署

訓
で
も
あ
る
「
積
極
創
造
」
を
胸
に

能
登
町
独
自
の
活
動
を
継
続
・
発
展

さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

警
察
だ
け
で
実
現
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必

要
不
可
欠
で
す
。

　

今
後
も
警
察
に
対
す
る
ご
指
導
と

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

我
々
警
察
も
、
引
き
続
き
能
登
町
の

治
安
維
持
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

■能登庁舎で取り扱う主な窓口業務（4 月 1 日以降）
主な窓口業務 能登庁舎

運転免許証の更新

優良運転者講習該当者
一般運転者講習該当者
高齢者講習該当者

○

違反運転者講習該当者
初回更新者講習該当者 ○

運転免許証の再交付申請 ○

運転免許証の記載事項の変更届出 ○

運転免許証の自主返納（申請による運転免許の取消） ○

運転経歴証明書の申請 ○

自動車保管場所証明申請・交付 ○

道路使用許可申請・交付
（協議・交通対策などを必要としないものに限る） ○

警察安全相談の受理 ○

落とし物（遺失届・拾得届）の受理 ○

被害届・交通事故の届出 ○

　　　　　※所在地・連絡先（☎ 62-1334）は変更ありません。

■珠洲警察署のみで取り扱う主な窓口業務
・銃砲刀剣類、古物営業、風俗営業、警備業などの許認可事務

・落とし物（拾得物）の返還

・自動車運転代行業関係　など

寺西清志さん
Teranishi　Kiyoshi

　　　 警視　能登警察署長

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
は

警
察
だ
け
で
は
不
可
能
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
は

今
後
も
積
極
的
な
ご
指
導
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

※珠洲署と能登署の統合のほか
　輪島署と穴水署が統合して輪島署と穴水庁舎に
　松任署と鶴来署が統合して白山署と鶴来庁舎に
　なります。
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ほ
～
す
君
誕
生

　
「
そ
の
振
り
込
み
馬ま

っ
た
！
」

　

お
決
ま
り
の
ポ
ー
ズ
で
防
犯
を
訴

え
る
馬
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。『
広
報

の
と
』
で
人
気
連
載
中
の
四
コ
マ
漫

画
『
の
と
け
い
さ
つ
の
ほ
～
す
君
』

の
一
コ
マ
だ
。

　
「
鳳ほ
う
す珠
郡
か
ら
ほ
～
す
君
。
試
し

に
書
い
て
み
た
ら
好
評
で
し
た
」
と

話
す
の
は
、
漫
画
の
作
者
で
『
ほ
～

す
君
』
の
生
み
の
親
、
窪
田
ま
す
み

さ
ん
（
33
）
＝
宇
出
津
＝
。

　

平
成
22
年
3
月
末
、
夫
で
警
察
官

の
窪
田
大
輔
さ
ん
（
30
）
が
能
登
警

察
署
生
活
安
全
刑
事
課
に
配
属
と
な

り
防
犯
担
当
に
。
独
自
の
取
り
組
み

を
夫
婦
で
考
え
た
末
に
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
『
ほ
～
す
君
』
が
誕
生
し
た
。

　
「
四
コ
マ
漫
画
に
し
て
広
報
紙
で

掲
載
で
き
れ
ば
」
と
考
え
た
大
輔
さ

ん
が
町
広
報
情
報
推
進
課
に
打
診
。

22
年
7
月
号
か
ら
『
広
報
の
と
』
で

の
連
載
が
始
ま
っ
た
。

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
最
新
の
犯
罪

手
口
か
ら
お
祭
り
で
の
呼
び
か
け
ま

で
、
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
る
の
は
大

輔
さ
ん
。『
ほ
～
す
君
』
最
初
の
読

者
で
も
あ
る
。

　
「
企
画
か
ら
書
き
上
げ
る
ま
で
10

日
間
く
ら
い
で
、主
人
に
見
せ
て『
い

い
ね
』
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
一
番
う

れ
し
い
」
と
話
す
ま
す
み
さ
ん
。
昔

か
ら
漫
画
を
描
く
の
が
好
き
で
、
中

学
時
代
は
美
術
部
、
高
校
で
は
美
術

を
専
攻
し
て
い
た
と
い
う
。

　
「
伝
え
た
い
こ
と
を
全
部
書
く
と

文
字
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
関
心
が
な
い
人
に
も
見
て
も
ら

え
る
よ
う
、
要
点
を
絞
っ
て
で
き
る

だ
け
シ
ン
プ
ル
に
す
る
よ
う
気
を
つ

け
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

サ
ブ
キ
ャ
ラ
登
場
へ

　

連
載
が
続
く
と
「
面
白
い
」「
毎

月
楽
し
み
に
し
て
い
る
」「
隣
の
人

に
注
意
で
き
な
い
こ
と
が
描
い
て

あ
っ
て
う
れ
し
い
」
な
ど
の
声
が
届

く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

漫
画
の
好
評
を
受
け
て
、
能
登
警

察
署
は
『
ほ
～
す
君
』
を
同
署
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
採
用
。

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
や
布
な
ど
の
材
料

を
夫
婦
で
集
め
て
、
ま
す
み
さ
ん
手

作
り
の
着
ぐ
る
み
も
制
作
し
た
。

　
『
ほ
～
す
君
』
の
着
ぐ
る
み
は
能

登
警
察
署
の
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
に
出
動
。
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害

防
止
な
ど
を
街
頭
で
呼
び
か
け
た
。

　
「
子
ど
も
が
寄
っ
て
き
て
く
れ
る

の
で
親
に
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

ま
す
」
と
防
犯
担
当
の
大
輔
さ
ん
は

に
っ
こ
り
。
制
作
に
3
週
間
か
か
っ

た
と
い
う
ま
す
み
さ
ん
も
「
思
っ
て

い
た
以
上
に
上
手
に
で
き
ま
し
た
」

と
満
足
げ
だ
。

　

22
年
11
月
号
に
は
読
者
か
ら
提
案

さ
れ
た
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
宇
出
津

に
ち
な
ん
だ
『
う
し
っ
子
ち
ゃ
ん
』

が
登
場
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

し
て
、
能
登
警
察
署
は
町
内
小
学
生

を
対
象
に
新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募

集
。
２
０
８
点
の
応
募
か
ら
14
点
が

優
秀
作
品
と
し
て
選
ば
れ
た
。

　

審
査
員
を
務
め
た
ま
す
み
さ
ん
は

「
自
分
で
も
思
い
つ
か
な
い
キ
ャ
ラ

が
た
く
さ
ん
い
て
驚
き
ま
し
た
。
サ

ブ
キ
ャ
ラ
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
で
四

コ
マ
漫
画
の
内
容
も
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

最
優
秀
作
品
『
能
登
町
ー
チ
ン
』

も
ま
す
み
さ
ん
が
忠
実
に
再
現
し
て

制
作
。
年
末
年
始
特
別
警
戒
取
締
り

で
は
、
寺
西
清
志
署
長
と
持
木
一
茂

町
長
が
『
能
登
町
ー
チ
ン
』
を
手
に

夜
の
街
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
た
。

安
心
な
ま
ち
へ
の
思
い

　
「
子
ど
も
た
ち
が
安
心
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
は
一
度
志
し
た
道
。
こ
う

い
う
形
で
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
い
」
と
話
す
ま
す
み
さ
ん
。
実

は
元
女
性
警
察
官
で
エ
ア
ラ
イ
フ

ル
・
ピ
ス
ト
ル
の
名
手
。
高
校
時
代

か
ら
国
体
出
場
通
算
8
回
、
優
勝
3

回
と
い
う
成
績
を
誇
る
エ
キ
ス
パ
ー

ト
だ
っ
た
が
、
第
二
子
の
出
産
を
機

に
退
職
し
た
。
現
在
は
３
人
の
子
ど

も
を
持
つ
お
母
さ
ん
だ
。

　
「
漫
画
を
描
き
な
が
ら
、
世
の
中

に
は
分
か
っ
た
つ
も
り
の
こ
と
が
多

い
と
実
感
し
、
自
分
の
勉
強
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
漫
画
を
読
ん
で
く

れ
た
人
が
、
も
う
一
度
考
え
る
き
っ

か
け
に
し
て
ほ
し
い
」
と
漫
画
に
込

め
る
思
い
を
語
る
。

　

警
察
官
に
は
異
動
が
つ
き
も
の
。

大
輔
さ
ん
が
異
動
に
な
っ
て
能
登
町

を
離
れ
た
ら
『
ほ
～
す
君
』
は
ど
う

な
る
の
か
―
。

　
「
夫
が
異
動
に
な
っ
て
も
『
ほ
～

す
君
』
の
連
載
は
で
き
る
だ
け
続
け

て
い
く
つ
も
り
で
す
」

　

能
登
町
の
防
犯
の
一
翼
を
、
こ
れ

か
ら
も
ま
す
み
さ
ん
と『
ほ
～
す
君
』

が
担
っ
て
く
れ
そ
う
だ
。

　　

能登警察署マスコットキャラクター

ほ～す君
ほ～す君の生みの親

窪田ますみさん

『
ほ
～
す
君
』
を
読
ん
で
、
防
犯
に
つ
い
て

も
う
一
度
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
―
。

能登町ーチン


